
                              

 

＜資 料１＞ 

 

新処分場建設に係る工事工程について 

 

１．全体工事工程について 

新処分場建設工事の全体工程は、別紙１のとおり予定しており、令和８年度末の先行供

用開始を目標に、安全安心を最優先しながら工事を進めてまいります。 

 

＜各年度の主な工事内容＞ 

令和６年度 

処分場周辺の堆積場のズリを利用した敷地造成や防災調整池の設置工事を実施して

まいります。 

 

  令和７年度 

   令和６年度から継続して盛土による敷地造成を進めるとともに、遮水工や浸出水処理

施設の設置工事についても実施してまいります。 

 

  令和８年度 

   引き続き、敷地造成、遮水工、浸出水処理施設の工事を進めるとともに、供用開始に

向けて、管理用道路や管理棟、展開検査場、環境学習施設の工事を実施してまいります。 

 

２．直近の工事工程について 

本格的な工事の着工は、５月 28 日（火）から開始することを予定しており、当面は、

堆積場等の草木の伐採作業や防災調整池エリアの掘削作業、湛水底部の堆積土の撤去作業

などを進めてまいります。 

なお、今後１か月の具体的な工事工程は別紙２のとおりであり、その後につきましても、

１月ごとに地元の皆様にお知らせしてまいります。 

 

３．広報について 

新処分場建設工事に係る広報について、別紙３のチラシにより５月 27 日（月）朝刊の

新聞折込で行うことを予定しております。 

広報の範囲は、茨城県が基本設計の概要版冊子を配布した際と同様に、日立市内全域に

おける日刊新聞の購読世帯とし、約４万４千部の配布を予定しております。 

令 和 ６ 年 ５ 月 

(一財)茨城県環境保全事業団 
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別紙１
新処分場の全体工事工程

年度
工事

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027年
(R9)

2028
(R10)

2029
(R11)

準備工
現場事務所の設置、
堆積場の伐採

盛土工
堆積場のズリを利用し
た埋立地の敷地造成

遮水工
廃棄物に触れた水の地
下浸透を防ぐシート等
の施工

道路工
管理棟周辺や管理用道
路の舗装

法面工
処分場周辺の法面保護
のためのモルタル施工

防災調整池工
防災調整池の掘削、
放流塔の設置

擁壁工
県道境界や調整槽周辺
等の擁壁設置

浸出水
処理施設

廃棄物に触れた水を処
理するための施設や調
整槽の設置

管理棟・
展開検査場

職員が勤務する管理棟
や受入検査を行う検査
場の設置

環境学習施設

第２調整槽水処理施設、第１調整槽

※貯留堰堤の工事工程に影響がない場合

北側区画 南側区画

北側区画 南側区画

令和８年度末
供用開始予定
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工事件名：（仮称）新産業廃棄物最終処分建設工事

工　  期：令和6年3月27日～令和12年03月31日

月

 週

日付 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

曜日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

試験盛土準備→試験盛土（H＝30ｃｍ）

底部堆積土撤去集積

防災調整池放流塔他掘削 放流塔他築造

構造物撤去

７号堆積場付近、南側法面部、防災調整池付近、裏山除根

羽黒山、裏山堆積場ルート造成　既設搬入路切回し羽黒山、裏山堆積場ルート造成　既設搬入路切回し

湛水排水

作成日付 :令和6年5月14日
受 注 者 ：株木・オカベ・秋山・鈴縫・共和特定建設工事共同企業体

現 場 代 理 人:松信　宏典

6月

月　間　工　程　表

5月、6月 6月 6月

別紙２

土木施設工事

準備工 1式

土工 1式

地下水集排水施設工 1式

遮水工 1式

浸出水集排水施設工 1式

雨水排水設備工 1式

道路設備工 1式

法面工 1式

防災調整池工 1式

擁壁工 1式

門扉・囲障工 1式

モニタリング施設工 1式

構造物撤去工 1式

伐採工 1式

付帯施設工 1式

後片付け工 1式

浸出水処理施設工事

設計・許認可 1式

施工 1式

試運転 1式

仮設工

6月

1式

1式
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新産業廃棄物最終処分場の工事開始のお知らせ

新処分場完成予想図

茨城県環境保全事業団は、県が策定した新産業廃棄物最終処分場基本計画を受け、新処分場工事に着手します。
2026年度末の供用開始を目標に、地元の皆様の安全安心に配慮しながら工事を進めてまいります。

茨城県基本設計パース図

至国道6号

国道６号

新処分場

新処分場の位置

梅林通り

常陸多賀駅

油縄子交差点

廃棄物の埋立地
容量は240万m3とし、埋立期間は約20～23年間を予定しています。

管理棟・展開検査場
廃棄物を埋立前に確認し、適切に廃棄物の受入検査を行います。

防災調整池

ゴミに触れない雨水は、放流量を調整して
防災調整池から鮎川へ放流します。

環境学習施設

浸出水処理施設

ゴミに触れた雨水は浄化し
日立市の公共下水道へ
安全に放流します。

梅林通りを運行する工事用車両の通過
時間は８時30分から夏季であっても20
時までとするよう請負業者を指導します。

梅林通りを運行する工事用車両の台数は
原則片道30台/日を上限とします。

環境アセスメントの結果に基づき、
環境保全対策とモニタリングを実施します。

工事用車両には、新処分場工事を表示
する標識の掲示を義務付けます。

運転管理者に対し、交通安全に配慮し
交通マナーを徹底するよう指導します。

工事期間中の主な対策

(一財)茨城県環境保全事業団 新最終処分場整備日立事務所

住所：日立市多賀町2-1-4多賀町カシマビル１
TEL : 0294-33-8731

別紙３
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供用開始(2026年度末目標)

新産業廃棄物最終処分場の工事スケジュール・環境モニタリング

造成工事において、梅林通りの工事用車両の通過を少なくするほか、有識者の意見をいただきながら、
工事の影響がほとんどないとされた環境アセスメントの事後調査として、確認のために環境モニタリングを実施します。

新処分場周辺から市街地まで工事の影響がないことを確認するため
法律上の定めはありませんが、自主的に環境モニタリングを実施します。

工事中の環境モニタリング地点工事スケジュール

年度
工事

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

2027
(R9)

2028
(R10)

2029
(R11)

廃
棄
物
の
埋
立
地

敷地造成

遮水工

防災調整池

浸出水
処理施設

管理棟・
展開検査場

環境学習施設

処分場の形状
を盛土で造成

地下浸透を防ぐ
シート等を施工

梅林通りを通過する工事用車両は、原則１日片道30台までとするとともに、
可能な限り通過する台数を少なくするほか、通行時間帯も配慮します。

※新処分場工事に影響がない場合

国土地理院地図 引用

N

工事用車両

新設道路
（県工事）

大気質

騒音・振動

水質

地下水

動植物

測定項目

梅林通り

大平田集会所鮎川上流・下流

地下水観測孔
（複数箇所）

周辺井戸

雨水排水

県道沿道

油縄子交差点

新設道路完成後は
工事車両は新設道路を通過し
梅林通りは通過しません

工事用車両

工事用車両

第２調整槽水処理施設、第１調整槽

北側区画 南側区画

2024年５月27日発行

敷地造成に使用する盛土は、処分場周辺の堆積場にある
ものを利用し、梅林通りを通過しないよう配慮いたします

北側区画 南側区画
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